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製品紹介 134～136AFD SYSTEM 片側マルチソフトクローズユニット(重なり50mm)

上部吊り車
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■金具の納まり参考図

下部ガイド

設 計 ガ イ ド

■戸の加工寸法参考図

上部吊り車の取付け加工寸法 下溝用ガイドレールの取付け加工寸法
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FG-210の場合

床
20 A
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FG-100S FG-210

4 4前後調整代

FCX-2950-K
FCX-2950-K-H
FCX-2950-K-H-L

S1
167
189
217

J1
戸幅－301
戸幅－321
戸幅－360

S2
142
164
192

J2
戸幅－326
戸幅－346
戸幅－385

作動距離
約50
約50
約80

引戸の総質量
引戸の厚さ
引戸の幅

クローズ作動距離

FCX-2950-K
AFD-2950-K

490mm以上
約50mm

ソフトクローズと
吊り車の組合せ例

FCX-2950-K-H
AFD-2950-K-H2

30kg以下（引戸1枚）
24mm以上
590mm以上
約50mm

FCX-2950-K-H-L
AFD-2950-K

590mm以上
約80mm

◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません
※跳ね上がり抑制付き上部吊り車のハンマーは、木口に対して幅33mmです。引戸の厚さ33mm未満で使用の場合、
壁や引違い戸などにハンマーが当たらない納まりにしてください。

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）

●戸の高さ寸法の求め方
戸の高さ = 枠の内寸高さ － 上部レールの高さ － 戸と上部レールの最大すきま寸法（左図参照） － 3mm － A
※上式で戸の高さを求めることにより、戸と上部レールのすきま寸法範囲で戸の上下調整ができます。
※上部レールの高さは、AFD-1500（直付け用）＝21.5mm、AFD-1300（掘込み用）＝1.5mm（つばの厚さ）です。
※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を下部ガイドに接触させないための逃げ寸法です。

AFD SYSTEM 2wayソフトクローズ

①下図のように戸尻側木口からトリガ
ーを図の方向で下部ガイドレールに
挿入し、戸の中央付近まで移動させ
てください。

■マルチソフトクローズユニットの初回動作

■戸の吊込み

■マルチソフトクローズユニットの取外し方

マルチソフトクローズユニットを下部ガイ
ドレールの戸尻側に挿入し、ロックねじを
左に回して固定します。
このとき、目印が図の位置になっているこ
とを確認してください。

④

トリガー
(MF-301)

解除

左 目印

固定

ガイド軸
下部ガイド
(MF-400)

トリガー
(MF-301)

戸の中央付近

ロックねじでマルチソフトクローズユニットが固定されていないと、
ソフトクローズは正しく作動しません。

ロックねじ

解除固定

右

ご注意
トリガー
（MF-301）

下部ガイドレール
（MF-100）

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

有効開口寸法２
１

有効開口寸法

枠
壁

外したい
マルチソフトクローズユニット
(MF-200)

操作する方向

戸を勢
いよく

動かす
方向➡

施 工 ガ イ ド

①戸をゆっくりと閉じ切ってください。
②戸をゆっくりと全開してください。
③再び、戸をゆっくりと閉じ切ってください。
④戸を通常通り開閉し、ソフトクローズが機能していることを確認

してください。

①ロックねじを右に回して解除します。

②戸を有効開閉寸法が半分程度になる
位置まで動かします。

③マルチソフトクローズユニットと逆方
向に戸を勢いよく動かすと、マルチソ
フトクローズユニットが突出します。

④突出部をつかんで引き抜いてください。

②トリガーを下部ガイドのガイド軸
に差込んでください。

戸
尻

戸
尻

目印

戸
尻

戸
先
側

戸
尻
側

レールの下の隙間に
トリガー上部分（斜線
面）を差込む

戸
尻

木口化粧カバーを下部ガイドレールの
戸先側にしっかりと差込みます。

⑤

※化粧カバーのレバーのツメが固定プレートの
　角穴に入り抜けないことを確認してください。
※取外すときはレバーを下げて引いてください。

固定プレート
(MF-500)

角穴ツメ

レバー

木口化粧カバー
(MF-620)

戸
先

■戸の位置調整

※ソフトクローズの速度調整はできません。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のね
じを回すと戸の前後調整、下のねじを回
すと戸の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

戸と床のすきま寸法は10～15mmになるようにしてください。
15mmを上回ると、トリガーが下部ガイドのガイド軸から抜け、
戸がソフトクローズしなくなるおそれがあります。

ご注意 上下調整ねじ

左右調整ねじ

③固定カップ部に上部吊り車のホルダー部
を差込み、結合ねじを締めて固定してく
ださい。

レール

結合ねじ

ホルダー部 固定カップ部

製品紹介 131～133

側
先
戸

側
尻
戸

S1

戸の停止位置 戸の停止位置

AFD-2950-K-H2
または
AFD-2950-K

J1

FCX-2950-K
または
FCX-2950-K-H
または
FCX-2950-K-H-L

トリガー取付け用穴位置＝J2トリガー取付け用穴位置＝S2

穴ⓐ

トリガー
FCｰ318

25

穴ⓑ 穴ⓓ

トリガー
FCｰ318

25

穴ⓒ

ソフトクローズ
作動距離

ソフトクローズ
作動距離

650




